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多 賀 町 町 制　　 周年記念クイズ

今月号から来年3月号まで、『多賀町町制50周年』を記念しまして、クロスワードパズルに替
え、多賀町に関するクイズを合計50問出題させていただきます。毎月、全問正解者の中から抽
選で10人の方に図書券をプレゼントします。ふるってご応募ください。
また、『多賀町町制50周年』に関する情報や思い出なども一緒にお送りください。

昭和30年、現多賀町の初代町長の名前は？　次の3人の中から選んでください。

1．夏原　覚町長 2．土田茂平町長 3．林　清一郎町長

昭和31年、竣工したダムの名称は？　次の3つの中から選んでください。

1．芹川ダム 2．大滝ダム 3．多賀ダム

昭和32年、本殿が滋賀県有形文化財に指定された神社は？　次の3つの中から選んでください。

1．ささゆり神社 2．犬上神社 3．胡宮神社

昭和33年、私立から町立になった保育園は？　次の3つの中から選んでください。

1．多賀保育園 2．大滝保育園 3．犬上保育園

昭和34年、滋賀県天然記念物に指定されたものは？

「○○○○○」

先月号のふるさとクロスワードのこたえは…ソツギョウ（卒業）でした。
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人事異動により、今月号で『広報たが』の編集を引
き継ぎます。思いおこせば、担当になったころは失敗
の連続だった気がします。（現在もそうだとつっこま
れそうですが…）5年間、ご愛読いただき、ありがと
うございました。 （は）
前任者から引き継ぎましたが不安でいっぱいです。

（は）さんに負けないように、また、皆さんにご愛読い
ただける魅力ある広報紙を目指してがんばります！よ
ろしくお願いします。
kikaku@tagatown.jp （し）

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」へのおたより（俳

句・短歌・川柳・イラスト）やご意見を役場企画課までお
送りください。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2 - 2018
taga@tagatown.jp

締め切りは4月28日（木）です。正解者の中から抽選
で10人の方に粗品を進呈いたします。発表は景品の
発送をもってかえさせていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係です。

多賀町 ひとの動き （平成17年2月末 現在）

世　　帯　　数 2,617世帯（＋3）

人　口
8,458人
（＋7人）

男　性 4,026人（＋4）

女　性 4,432人（＋3）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定
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巣立ちのとき■3月25日、雪が舞う寒い日でしたが、多くの
出席者が温かく見守るなか、各保育園（所）で卒園式が行
われましたs写真は、多賀ささゆり保育園でのようすです。
開園してはじめての卒園式で38人の子どもが巣立ちました
s名前を呼ばれた卒園児は、元気よく返事をして、保護者
に感謝のことばとお花を渡し、園長から保育証書を受け取
りましたsお別れのことばでは、在園児と卒園児が言葉を
交わしながら、いっしょに歌いました。 4
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山蒼く山蒼く 水清く水清く 
心豊かな多賀のまち心豊かな多賀のまち 
山蒼く 水清く 
心豊かな多賀のまち 

たがのホームページ　http://www.tagatown.jp/
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写
真
等
で
振
り
返
る

多
賀
町
の
50
年

現
在
の
多
賀
町
が
誕
生
し
て
4
月
1

日
で
50
年
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
や
職
場
な
ど
に
、
風
景
・
ひ
と
・

暮
ら
し
な
ど「
懐
か
し
い
た
が
の
ま
ち
」

に
関
す
る
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
写

真
撮
影
の
時
期
、
場
所
、
思
い
出
な
ど

を
添
え
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写
真

は
、
昭
和
30
年
か
ら
現
在
ま
で
の
主
な

出
来
事
や
写
真
で
移
り
変
わ
り
を
「
ま

ち
の
あ
ゆ
み
」
と
し
て
ま
と
め
た
り
、

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
な
ど
の
会
場
で
、

写
真
展
と
し
て
紹
介
し
た
り
し
ま
す
。

※
お
借
り
し
た
写
真
は
、
焼
き
増
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
責
任
を
持
っ

て
ご
返
却
い
た
し
ま
す
。

中
学
校
、
体
育
館
、
図
書
館
、
博

物
館
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
・
改

築
が
行
わ
れ
、
ほ
場
整
備
や
住
宅

団
地
、
工
業
団
地
、
道
路
、
水
道
、

下
水
道
な
ど
の
生
活
、
産
業
基
盤

の
整
備
も
進
み
、
21
世
紀
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
諸
施
策
を

遂
行
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
方
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

や
環
境
問
題
な
ど
が
さ
け
ば
れ
て

い
る
中
、
総
合
計
画
の
柱
で
あ
り

ま
す
「
山
蒼
く
　
水
清
く
　
心
豊

か
な
　
多
賀
の
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
に

対
す
る
大
き
な
誇
り
と
愛
着
を
糧

と
し
て
、
と
も
に
手
を
携
え
て
多

賀
町
が
さ
ら
に
住
み
よ
い
町
と
な

る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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多
賀
町
長
　
夏

原

覚

昭
和
30
年
4
月
1
日
に
旧
多

賀
町
、
旧
大
滝
村
、
旧
脇
ヶ
畑

村
が
合
併
し
て
、
は
や
50
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
多
賀
町
の
発
展
の
た

め
に
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
幾
多
の
諸
先
輩
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
50
年
の
歩
み
の
中
で
は
、

役
場
庁
舎
を
は
じ
め
保
育
園
、
小

「
ま
ち
の
あ
ゆ
み
」を
作
成
し
ま
す
。
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▲昭和30年ごろの多賀町役場

昭和60年の多賀町役場庁舎s

▲「野鳥の森」開場記念植樹（昭和49年）

「まちのあゆみ」としてまとめ
られみんなに配布されるよ。 
多賀町は、50年の間にどんな
風に変わったのかな？ 
たくさんお写真待ってます！ 

写真に関する問い合わせ
企 画 課 町 制 50周 年 係
㈲2-2018 （電）48-8122
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4
月
1
日
か
ら
、
子
育
て
家
庭
に
お

け
る
経
済
的
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、

ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
整
備
を
図
る
た
め
、
新
た
な
制
度
を

始
め
ま
し
た
！
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
　
多
賀
町
育
英
資
金
奨
学
生
募
集

児
童
扶
養
手
当
と
は
…

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の
母
ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
父
が
身
体
な

ど
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
の
母
に

対
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

本
制
度
は
、
も
ろ
も
ろ
の
経
済
的
な

事
由
に
よ
り
、
高
等
学
校
・
大
学
等
に

就
学
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
費
用
の

負
担
が
困
難
な
場
合
に
、
そ
の
一
部
と

し
て
奨
学
金
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。

1．

奨
学
生
の
資
格

町
内
に
3
年
以
上
居
住
ま
た
は
居
住

す
る
者
の
子
弟
で
あ
り
、
高
等
学
校

（
定
時
制
含
む
）、
高
等
専
門
学
校
、
各

種
専
修
学
校
、
短
期
大
学
（
部
）、
大
学

（
院
）
に
在
学
し
、
学
業
・
人
物
と
も
に

優
秀
で
あ
り
か
つ
健
康
で
学
資
援
助
が

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

2．

奨
学
金
の
給
付

奨
学
金
（
月
額
）
は
、
高
校
生
（
高
等

専
門
学
校
3
年
生
ま
で
）1
0，

0
0
0

円
、
そ
の
他
は
2
0，

0
0
0
円
で
、
2

カ
月
分
を
直
接
本
人
ま
た
は
保
護
者
に

給
付
し
、
償
還
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3．

奨
学
生
の
申
請
方
法

希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
に
て
必
要
書
類（
奨
学
生
願
書
等
）

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
自
動
更
新
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
昨
年
以
前
か
ら
給
付
さ

れ
て
い
る
方
も
必
ず
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

4．

募
集
期
間

4
月
11
日
（月）
〜
5
月
10
日
（火）

5．

奨
学
生
の
採
用

多
賀
町
育
英
資
金
運
営
委
員
会
の
選

考
を
経
て
町
長
が
決
定
し
、
本
人
あ
て

に
通
知
し
ま
す
。

※
選
考
委
員
会
は
、
6
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。
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身
体
や
精
神
に
中
級
程
度
以
上
の
障
害

の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
、
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し

て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

請
求
の
手
続
き
や
こ
の
制
度
の
仕
組

み
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。
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1．出産奨励祝金制度
内　　容 第3子以上の子を養育されている方に、祝金を支給する。
受給対象 3人目以上の子を出産し、養育している方で次の条件にすべて該

当する方
（１）支給の対象となる子を出産し、出産日後6ケ月以上養育してい
ること

（２）支給の対象となる子の出産日前、1年以上町内に居住している
こと

（３）現に2子以上を養育していること
祝　　金 第3子…50,000円　　第4子以降…100,000円を

出産後6カ月が経過した後、支給します。
申請方法 福祉保健課に申請書を提出してください。

2．育児用品購入助成制度
内　　容 満1歳に達するまでの子を養育されている方に育児用品購入にか

かる費用の一部を助成する。
受給資格 町内に住所を有し、出生の翌月から満1歳に達するまでの子を養

育されている方
助成の対象 購入助成の対象品は、紙おむつまたは粉ミルクのどちらかとします。
助 成 金 １カ月 2,000円を限度とし、毎年、4月と10月に前月までの助

成金を支給します。
申請方法 申請書により認定を受け、4月・10月に請求書に購入用品の領収

書を添付して、福祉保健課まで提出してください。
＊各申請書は役場福祉保健課にあります。

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
事
業

料金受取人払 

差出有効期限 
平成 18年4月 
30日まで 
（ 切手不要 ） 

多賀局承認 

11

5 2 2 0 3 9 0

多 
　 
賀 
　 
町 
　 
長 

行 

住 
所 

ふりがな 

氏 
名 

キ リ ト リ 

キ リ ト リ 

『あなたの声』をお聞かせください！ 

町長への手紙 

（
受
取
人
）
犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
三
二
四
番
地 

多
賀
町
役
場
内 

（ の り し ろ ） 

（ の り し ろ ） 

（
の

り
し

ろ
）
 

このページの裏面に、町政に対する町民の皆さまのご意見、アイデアや提案などをご記入ください。 

キリトリ線に沿って切り離し、封筒を作ってポストに投かんしてください。 

　町民の皆さんの声を、できるだけ町政に反映しようと、

『町長への手紙』を実施いたします。 

　よりよいまちづくりを進めていくために、日ごろからあ

なたが考えること、感じていることなどを、町長までご送

付ください。 

　下の用紙にあなたのご意見やご提案をご記入いただき、

ご投かんください。切手は不要です。（必ず住所、氏名、

年齢、性別、電話番号をご記入ください。氏名等の個人

情報を公開することはありません。） 

　皆さんからいただいた貴重なご提案、ご意見は、「広

報たが」を通じて回答とともに掲載していきたいと考えて

います。差し出し有効期限は平成18年4月30日までです。 

　また、有線ファックスや、E-メールでの投稿も大歓迎です。 

　多賀町長へのE-メール　chou@tagatown.jp 

 

詳しいお問い合わせは 

役場　企画課　広報・広聴係 

　有線　2-2018 

　電話　48-8122 

　お問い合わせE-メール　kikaku@tagatown.jp

ふくし・教育



若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

〜
親
と
同
居
し
て
い
て
も
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
〜

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い

て
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
が

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
に
特
別
障
害
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
さ
れ
た
月

の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
方
は
、
4
月
中
に
役
場
環
境
生
活

課
の
窓
口
で
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
5
月
に
請
求
さ
れ
る
と
6
月
分
か

ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。
支
給
額
は
、

1
級
で
月
額
5
万
円
、
2
級
で
月
額
4

万
円
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

30
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
世
帯

主
（
親
）
の
所
得
が
多
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
7
月
か

ら
翌
年
6
月
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
平

成
17
年
度
は
、
平
成
17
年
4
月
か
ら
平

成
18
年
6
月
ま
で
で
す
。

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期

間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
の
で
、
万
一
の

と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
要
件
を
満
た
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
申
請
は
、
役
場
環
境
生
活
課
の

窓
口
ま
で
。

ま
た
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て

保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
追
納
さ
れ
る
と
、
そ
の
期

間
は
保
険
料
納
付
済
期
間
と
さ
れ
、
老

齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
2
年
を
経
過
し
た
期
間
に
つ
い
て
は

当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2
‐
2
0
3
1
（電）
4
8
‐
8
1
1
4

メ
ー
ルka

n
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@
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g
a
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w
n
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7 広報 たが 4月号 6広報 たが 4月号

標
準
小
作
料
制
度
は
、
法
律
の
規
定
に

よ
っ
て
農
業
委
員
会
が
農
地
の
自
然
的
条

件
、
利
用
上
の
条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
、

賃
貸
借
の
契
約
の
目
安
と
し
て
小
作
料
の

標
準
額
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
作
料
は
、
原
則
的
に
貸
し
手
と
借

り
手
の
間
で
自
由
に
契
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
が
、
何
ら
か
の
目
安
が

な
い
と
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
、
社
会
的
事
情
の
変
化
に
応
じ
て
こ

の
標
準
小
作
料
を
改
訂
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
改
訂
（
平
成
17
年
2
月
25
日
公

示
）し
た
小
作
料
の
標
準
額
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

こ
の
小
作
料
の
標
準
額
は
、
農
地
区

分
の
属
す
る
地
域
の
標
準
的
な
額
で
あ

り
、
今
日
の
転
作
と
の
対
応
や
そ
の
他

お
の
お
の
の
利
用
上
の
事
情
な
ど
を
加

味
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
標
準
額

を
も
と
に
貸
し
手
、
借
り
手
の
当
事
者

間
で
協
議
し
て
決
定
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
役
場
農
林
商
工
課
内
農
業
委
員
会
事
務
局

㈲
2
‐
2
0
3
0
（電）
4
8
‐
8
1
1
7

メ
ー
ルn

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

特
別
障
害
給
付
金
の
請
求
は
お
早
め
に
！

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
中
に
生
じ
た
傷

病
が
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
1
級

ま
た
は
2
級
相
当
す
る
障
害
の
状
態
に

あ
る
次
の
方
で
す
。

①
昭
和
61
年
3
月
31
日
以
前
に
厚
生
年
金

保
険
ま
た
は
各
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ

て
い
た
方
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
方
。

②
平
成
3
年
3
月
31
日
以
前
に
学
生
で
あ

っ
た
方
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
方
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2
‐
2
0
3
1
（電）
4
8
‐
8
1
1
4

メ
ー
ルka

n
kyo
@
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g
a
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w
n
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町長への手紙 

電話 

年齢　　　　　歳　　　性別　 （ 男・女 ） 

農業・保険

田の部 （１０ア－ル当たり）    

農      地      区     分 

地    区    の    区    分  地  区  の  範  囲  

小作料の 
標準額（円） 

 

 

１２，０００  

 

ほ
場
整
備
田
  ９，０００  

 

 ８，０００  

未
ほ
場
整
備
田
 

  ５，０００  

畑の部 （１０ア－ル当たり）    

農     地      区     分 

地    区    の    区    分  地  区  の  範  囲  

小作料の 
標準額（円） 

 

   

  多   賀   町    多賀町全域     ５，０００  

 

第１地区（平坦地域） 
旧多賀町の地域(猿木、
栗栖を除く)および旧大
滝村の富之尾、楢崎の
区域  

第２地区（山間地域） 
旧大滝村の地域で富之
尾、楢崎を除く区域およ
び栗栖の区域 

第３地区（平坦地域） 
旧多賀町の地域（栗栖
を除く）および旧大滝村
の富之尾、楢崎の区域 

第４地区（山間地域） 
旧大滝村の地域で富之
尾、楢崎を除く区域およ
び栗栖および旧芹谷村
の区域 

多賀、四手、大岡、八重練、
一円、木曽、久徳、月之木、
中川原、土田、敏満寺、富之
尾、楢埼 

栗栖、藤瀬、樋田、霜ヶ原、
佐目、壺 

多賀、四手、大岡、八重練、
一円、木曽、久徳、月之木、
中川原、土田、敏満寺、猿木、
富之尾、楢崎 

川相、藤瀬、梨ノ木、楢崎、
一ノ瀬、仏ヶ後、樋田、霜ヶ
原、佐目、壷、栗栖、上水谷、
下水谷 

多
賀
町
標
準
小
作
料
の
改
訂
に
つ
い
て

多賀町
農業委員会

町
長
部
局

課
長
級

環
境
生
活
課
参
事

多
賀
　
節
子

（
議
会
事
務
局
参
事
）

福
祉
保
健
課
参
事

川
那
部
晴
朗

（
福
祉
保
健
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐
級

総

務

課

長

補

佐

大
菅
　
信
子

（
環
境
生
活
課
長
補
佐
）

係
長
級

福
祉
保
健
課
社
会
福
祉
係
長

岸
本
　
雅
嗣

（
福
祉
保
健
課
主
任
）

公
営
企
業
課
水
道
２
係
長

夏
原
　
伸
幸

（
公
営
企
業
課
主
任
）

一
般
職

農

林

商

工

課

本
多
　
正
浩

（

環

境

生

活

課

）

福

祉

保

健

課

野
口
　
　
一

（

企

画

課

）

環

境

生

活

課

谷
川
　
嘉
崇

（

福

祉

保

健

課

）

企

画

課

古
川
　
将
司

（

農

林

商

工

課

）

保
育
士
（
園
長
級
）

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
長

月
澤
　
秀
美

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

菅
森
　
時
子

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

保
育
士
（
園
長
補
佐
級
）

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
長
補
佐

大
谷
　
修
子

（
富
之
尾
保
育
園
長
補
佐
）

富
之
尾
保
育
園
長
補
佐

宇
野
　
直
美

（
大
滝
幼
稚
園
長
補
佐
）

保
育
士

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園

小
菅
　
佳
子

（

多

賀

幼

稚

園

）

調
理
師

富

之

尾

保

育

園

片
岡
　
雅
美

（
多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
）

多
賀
町
議
会
事
務
局

課
長
補
佐
級

議
会
事
務
局
長
補
佐

上
田
　
綾
子

（

総

務

課

長

補

佐

）

教
育
委
員
会

係
長
級

管

理

課

係

長

藤
原
真
寿
美

（
多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
長
補
佐
）

教
諭
（
園
長
補
佐
級
）

多
賀
幼
稚
園
長
補
佐

新
谷
　
純
子

（
多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
長
補
佐
）

大
滝
幼
稚
園
長
補
佐

西
山
　
直
美

（
多
賀
幼
稚
園
長
補
佐
）

教
諭

多

賀

幼

稚

園

尾
本
　
貴
宏

（
多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
）

新
規
採
用

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
学
芸
員

金
尾
　
滋
史

富

之

尾

保

育

園

冨
田
　
直
美

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園

古
布
　
沙
幸

退
職
（
平
成
１７
年
3
月
３１
日
付
け
）

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
長

林
　
壽
美
子

図
書
館
長

村
瀬
　
　
進

富
之
尾
保
育
園
調
理
師山

本
　
恵
子

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
長
補
佐

辻
　
恵
美
子

萱
原
保
育
所
保
育
士

小
菅
　
裕
子

総
務
課
主
事

見
城
　
友
紀

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
平
１７
年
4
月
1
日
付
け
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※（

）内
は
前
任



主
な
事
業
の
紹
介

・
敏
満
寺
遺
跡
石
仏
谷
墓
跡
に
関
係
す

る
企
画
展
示
を
は
じ
め
と
す
る
普
及

事
業

・
発
掘
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
て
報
告

書
を
作
成

・
敏
満
寺
遺
跡
石
仏
谷
墓
跡
保
存
整
備

の
検
討

・
緊
急
開
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査

・
指
定
文
化
財
の
保
護
と
管
理
お
よ
び

未
指
定
文
化
財
の
調
査

・
写
真
資
料
の
収
集
と
保
存

び
っ
く
り
情
報
！

今
年
、
多
賀
町
の
敏
満
寺
遺
跡
石
仏

谷
墓
跡
が
国
史
跡
指
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
の
文
化
財
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

●
民
具
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す

近
年
、
人
々
の
生
活
様
式
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
生

活
習
慣
や
生
活
用
具
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

実
際
に
見
て
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
民

具
は
、
人
々
の
生
活
の
み
な
ら
ず
、
多

賀
町
の
歴
史
を
体
感
す
る
う
え
で
ま
す

ま
す
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
。

現
在
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
町
内
で

収
集
し
た
民
具
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
5
0
0
点
に
も
な
り
ま
す
。
民
具

と
一
口
に
言
っ
て
も
、
衣
食
住
、
生
産
生

業
、
芸
能
に
関
す
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

生
産
、
特
に
農
耕
に
関
す
る
も
の
が
多
く

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

収
集
し
た
民
具
は
保
存
し
て
い
く
と

と
も
に
展
示
活
用
し
、
学
校
教
育
や
生

涯
学
習
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
廃
棄
し
よ
う
と
思

わ
れ
て
い
る
民
具
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。収

集
し
た
民
具
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。

①
名
　
　
称

唐
箕
（
と
う
み
）

②
使
用
時
期

江
戸
〜
昭
和
年
ご
ろ

③
説
　
　
明

江
戸
時
代
に
中
国
か
ら

伝
わ
っ
た
も
の
で
、
胴
体
に
取
り
付

け
ら
れ
た
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
風
を

起
こ
し
、
そ
の
風
力
に
よ
っ
て
籾も

み

の

選
別
（
わ
ら
や
ご
み
、
空か

ら

籾も
み

を
取
り

除
く
）
を
行
う
。

※
保
存
状
態
が
悪
い
場
合
や
同
一
の
も
の

が
す
で
に
多
数
収
集
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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‐
0
3
4
8
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4
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‐
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参
加
者
募
集

タ
ン
ポ
ポ
調
査
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

春
の
花
と
い
え
ば
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
植
物
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
カ

タ
ク
リ
や
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
そ
れ
に
レ
ン
ゲ

や
ス
ミ
レ
ま
で
、
多
賀
の
山
野
で
は
厳
し
い

冬
を
じ
っ
と
耐
え
忍
ん
で
き
た
植
物
た
ち

が
咲
き
誇
り
、
春
の
景
色
に
彩
り
を
そ
え
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
花
々
の
中
で
も
タ
ン
ポ
ポ

は
も
っ
と
も
身
近
な
も
の
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
近
畿
圏
で
み
ら
れ
る
タ

ン
ポ
ポ
の
半
分
以
上
が
実
は
外
国
か
ら
来

た
外
来
種
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
は

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
滋
賀
県
内
で
み
ら
れ
る
タ
ン
ポ
ポ

は
7
種
類
。
そ
の
う
ち
2
種
（
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
、
ア
カ
ミ
タ
ン
ポ
ポ
）
は
外
国
か
ら

や
っ
て
き
た
外
来
種
で
、
5
種
（
シ
ロ
バ
ナ
タ

ン
ポ
ポ
、
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
、
ヒ
ロ
ハ
タ
ン

ポ
ポ
、
ケ
ン
サ
キ
タ
ン
ポ
ポ
、
セ
イ
タ
カ
タ

ン
ポ
ポ
）
は
も
と
も
と
国
内
に
分
布
し
て
い

た
在
来
種
で
す
。
よ
く
、
タ
ン
ポ
ポ
は
1
年

中
花
が
咲
く
と
思
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
外
来
種
の
タ
ン
ポ
ポ
た
ち

で
、
土
着
の
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
は
3

月
〜
5
月
の
限
ら
れ
た
期
間
に
し
か
花
を

つ
け
ま
せ
ん
。
在
来
の
種
類
と
外
来
の
種
類

は
、
花
の
裏
に
あ
る
総そ

う

苞ほ
う

外が
い

片へ
ん

の
状
態
で
見

分
け
で
き
ま
す
が
、
最
近
で
は
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
と
在
来
タ
ン
ポ
ポ
の
雑
種
も
各
地

で
見
つ
か
る
よ
う
に
な
り
区
別
す
る
の
は

一
層
や
や
こ
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た（
図
1
）。

ま
た
、
在
来
の
種
類
と
外
来
の
種
類
で
は
そ

の
生
育
環
境
に
人
為
的
な
影
響
の
程
度
が

反
映
さ
れ
る
の
で
、
タ
ン
ポ
ポ
は
環
境
を
調

べ
る
指
標
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

数
年
前
の
調
査
結
果
と
比
べ
れ
ば
、
タ
ン
ポ

ポ
を
通
じ
て
環
境
の
変
化
も
確
認
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
春
、

タ
ン
ポ
ポ
調
査
・

近
畿
2
0
0
5
実

行
委
員
会
が
中
心

と
な
り
、
近
畿
地

方
一
帯
の
タ
ン
ポ

ポ
の
分
布
調
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
滋

賀
県
で
は
県
立
琵

琶
湖
博
物
館
が
取

り
ま
と
め
を
し
ま

す
）。
調
査
の
主

役
は
、
各
地
域
の

住
民
の
皆
さ
ん
で

す
。
調
査
票
は
博

物
館
の
情
報
学
習

コ
ー
ナ
ー
に
も
設

置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
調
査
に
参
加

し
て
家
の
ま
わ
り
の
タ
ン
ポ
ポ
た
ち
を

再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
（
調
査
方
法
は
と
て
も
簡
単
で
す
）。

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
も
と
も
と
野
菜

と
し
て
国
内
に
持
ち
こ
ま
れ
、
そ
の
花
や

葉
は
お
ひ
た
し
や
て
ん
ぷ
ら
に
、
根
は
き

ん
ぴ
ら
に
す
る
と
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

2
月
5
日
か
ら
3
月
27
日
ま
で
博
物
館

で
写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
写
真
は
、
多

賀
町
内
に
関
係
す
る
も
の
で
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
協
力
で
集
め
ま
し
た
写
真
を
展
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
財
セ
ン
タ

ー
で
は
今
後
も
写
真
を
集
め
、
も
う
今
は
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
写
真

資
料
で
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
こ
れ
を
機
会

に
収
集
を
継
続
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
写
真

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
募
集
す
る
写
真
の
詳
細
は
次
の
と
お
り

で
す
。

『
つ
い
最
近
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
昭

和
30
年
代
以
前
の
時
期
』を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
古
い
明

治
・
大
正
時
代
の
写
真
で
も
結
構
で
す
。

風
景
や
暮
ら
し
を
中
心
に
、
行
事
や
記
念

写
真
な
ど
も
集
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
公
開
に
つ
い
て
ご
了
解

い
た
だ
け
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
ネ
ガ
で
も
紙
焼
き
（
プ
リ
ン
ト
し

た
も
の
）で
も
結
構
で
す
。
お
預
り
し
た
も

の
は
、
現
像
も
し
く
は
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
資
料
化
さ
せ
て
い
た
だ

き
返
却
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
博
物
館
へ

郵
送
も
し
く
は
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
写
真
説
明

と
し
て
撮
影
年
月
日
（
正
確
な
も
の
で
な

く
て
よ
い
で
す
。）、
内
容
（
場
所
や
被
写
体

の
説
明
な
ど
）
の
メ
モ
を
一
緒
に
お
願
い

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
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写
真
展
「
多
賀
の
む
か
し
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

が
で
き
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
在
来
の
タ
ン
ポ

ポ
も
食
べ
ら
れ
ま
す
）。
タ
ン
ポ
ポ
料
理
を

食
べ
な
が
ら
タ
ン
ポ
ポ
調
査
で
1
日
の
ん

び
り
と
過
ご
す
の
も
、
結
構
楽
し
め
る
と

思
い
ま
す
よ
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
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文化財 博物館

おもしろ考古学クイズ

これから、ちょっと面白い？問題を毎

回、出題します。もし、答えがわかった

ら、FAXで回答を送ってください。

正解者には、オリジナルグッズを差し

上げます。正解者多数の場合は抽選で数

人の方にお送りします。

問題

今年、多賀町の話題の一つになる？と

思っております「敏満寺遺跡石仏谷墓跡」

にはたくさんの石仏や石造の五輪塔があ

ります。それでは、蒲生町にある石塔寺

の境内にはいくつの石仏と五輪塔がある

でしょうか？

5択です

①1000個　②3000個　③6000個

④12000個　⑤18000個

石塔寺は五重塔が国の重要文化財に指

定されています。奈良時代のとても珍し

い石塔です。（多賀町から国道307号線

で40分くらいかかります。）

あて先（ＦＡＸのみ受付）

「おもしろ考古学係」あて

回答と住所・名前をお書きください。

有線FAX 2‐0348

F A X 48‐8055

▲セイヨウタンポポ

▲調査前のようす

▲図1．各種タンポポの総苞外片の状態。1.在来タンポポ（カンサイタンポポなど）、
2.～4.在来タンポポと外来タンポポの雑種、5.外来タンポポ（セイヨウタンポポ・
アカミタンポポ）（タンポポ調査・近畿2005調査票から）

▲皆さん、おなじみ
の「お田植祭」、な
んとさおとめは、
女性だけでなく男
性もいた！ご存じ
でしたか？

t展示のようすtとうみ
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生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
き
た
反
面
、

食
生
活
や
運
動
習
慣
等
を
原
因
と
す
る

生
活
習
慣
病
が
増
え
、
私
た
ち
の
健
康

を
脅
か
す
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
生
活

習
慣
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
ま
た
、「
健
康
で
あ
る
こ

総合健診の内容
①結核健診　　 （胸部レントゲン撮影:平成17年度から65歳以上の方のみ対象）

②ふれあい健診 身体計測・検尿・血圧測定・血液検査・眼底検査・心電図・内科診

察等。※ただし、年齢・性別により検査項目は変わります。

③胃がん検診　 （40～69歳）

④大腸がん検診 （40～69歳）※便潜血検査 （2回採便）を行います。

⑤子宮がん検診 （H17年度から20～69歳の女性が対象）

⑥乳がん検診　 （40～69歳の女性、ただしH16年度に受診された方は今年度

は対象になりません）

乳房視触診・ マンモグラフイー（2方向）

検診料（非課税世帯の方は無料となりますので、あらかじめ電話等でお申し出ください。）

胃がん ……………………………900円

大腸がん …………………………500円

子宮がん …………………………700円

乳がん（40～69歳）…………1,500円

ふれあい健診料

（18～39歳）……………………500円

（40～69歳）…………………1,300円

結核健診 ……………………………無料

70歳以上の方 平成18年3月31日現在で満70歳以上の方は、下記の「総合が

ん検診」と、9月中に町内医療機関で実施いたします「老人健診」、

8月に実施の各字巡回（結核健診）を受診していただきますよう

お願いします。

総合健診日程表（結核・ふれあい・がん検診）

☆総合健診をご希望の方はお申し込みが必要です。

実施日 健診会場 受付時間

6月 9日（木） 滝の宮スポーツ公園体育館

6月17日（金） 多賀町中央公民館
9:30～11:00

6月26日（日）
総合福祉保健センター「ふれあいの郷」

6月30日（木）

ふれあい健診日程表

☆申し込み不要ですので都合の良い会場で受診してください。

実施日 健診会場 受付時間

5月25日（水）
土田草の根ハウス 9:30～10:00

敏満寺会議所 11:00～11:30

5月31日（火）
総合福祉保健センター「ふれあいの郷」 9:30～10:30

中央公民館 11:00～11:30

6月 2日（木）
川相生活改善センター 9:30～10:30

佐目多目的集会所 11:00～11:30

総合がん検診日程表

☆申し込み用紙が届きましたら福祉保健課までお申し込みください。

実施日 検診会場 受付時間

9月28日（水） 滝の宮スポーツ公園体育館

10月 7日（金） 総合福祉保健センター「ふれあいの郷」
9:30～11:00

11月24日（木） 中央公民館

12月11日（日） 総合福祉保健センター「ふれあいの郷」

なお、先に実施しました「健診対象者把握アンケート調査」により「健診受診

票」「がん検診申し込み書」を送付いたしますが、諸事情等で町の健診を希望され

る方につきましては、総合福祉保健センター内福祉保健課へご連絡くださるよう

お願いします。

ふ
れ
あ
い
健
診
・
総
合
健
診
が
5
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

と
の
証
」
を
手
に
入
れ
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

人
間
ド
ッ
ク
並
み
の
検
査
を

半
日
で
受
け
ら
れ
る
総
合
健
診
各
種

が
ん
検
診
と
結
核
健
診
（
平
成
17
年
度

か
ら
65
歳
以
上
の
方
の
み
）・
ふ
れ
あ

い
健
診
を
半
日
で
す
べ
て
が
受
け
ら
れ

る
総
合
健
診
を
ご
存
じ
で
す
か
？
毎
日

を
忙
し
く
送
ら
れ
て
い
る
方
に
大
変
好

評
で
す
。
今
年
は
、
仕
事
等
で
日
程
が

あ
わ
ず
健
診
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

働
き
盛
り
の
方
た
ち
の
ご
要
望
も
あ

り
、
日
曜
日
を
入
れ
た
日
程
で
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課
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ふれあい健診
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雪
の
た
め
、
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ

て
お
り
ま
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

工
事
が
終
わ
り
、
4
月
2
日
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
コ

ー
ト
は
砂
入
り
人
工
芝
全
3
面
、
う
ち

2
面
は
フ
ッ
ト
サ
ル
兼
用
で
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

内
容
で
す
。

電
話
に
よ
る
ご
予
約
は
1
カ
月
前
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

4
月
13
日
か
ら
は
町
民
グ
ラ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
も
に
ナ
イ
タ
ー
設
備

の
ご
利
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

お
仕
事
な
ど
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
運

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

動
不
足
の
解
消
、
ま
た
、
健
康
・
体
力
づ

く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
町
内
の
施
設
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
！

お
問
い
合
わ
せ

Ｂ
＆
Ｇ
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー
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過
去
3
年
間
、
5
月
の
最
終
水
曜
日

に
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
し
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
み
ご
と
3
連
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
勝
敗
に
の
み
な
ら

ず
、
健
康
の
た
め
の
運
動
の
大
切
さ
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
環
と
し
て
位

置
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
も
ご

賛
同
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
、
従
来
の
他
府
県
と

の
対
戦
は
せ
ず
、
運
動
の
継
続
と
多
賀

町
民
総
運
動
を
目
的
と
し
、
昨
年
度
の

参
加
率
（
80
・
6
％
）
を
さ
ら
に
伸
ば
す

こ
と
を
目
標
に
、
多
賀
町
独
自
の
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
5
月
25
日
（水）
に
実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
本
年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

Ｂ
＆
Ｇ
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー
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今
年
も〝
健
康
運
動
〞に
ご
参
加
を
！

多
賀
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー（
仮
称
）

多
賀
町
で
は
子
ど
も
の
数
が
少
な
く

な
り
、
ま
た
、
地
域
が
点
在
し
て
い
る
た

め
、
各
地
域
で
は
乳
幼
児
同
士
が
か
か

わ
る
こ
と
が
で
き
に
く
く
な
り
、
幼
児
を

と
り
ま
く
環
境
は
望
ま
し
い
と
い
え
る

も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
幼
児

期
に
ふ
さ
わ
し
い
幼
児
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、
地
域
や
家
庭
、
幼
稚
園
が
連

携
を
図
り
な
が
ら
幼
児
一
人
ひ
と
り
の

発
達
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
満
3

歳
児
教
育
を
始
め
ま
し
た
。

平
成
14
年
4
月
2
日
生
ま
れ
か
ら
平

成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
、
誕
生
日
を
迎
え
、
満
3
歳
に

な
ら
れ
た
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
入
園
で

き
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
園
願
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
園
願
書
は
、
各
幼

平
成
１７
年
4
月
か
ら

多
賀
町
立
幼
稚
園
に
お
い
て

満
3
歳
児
教
育
を
始
め
ま
す
。

稚
園
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
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スポーツ・幼稚園

☆町民グラウンド

区分 時間 使用料 照明料

早朝 6:00～ 8:00 700円 ―

午前 9:00～12:00 1,500円 ―

午後 13:00～17:00 2,000円 ―

前夜 17:00～19:30 1,000円 1250円（30分）

後夜 19:30～21:30 1,000円 1250円（30分）

☆テニスコート

午前 9:00～12:00 600円（1時間） ―

午後 13:00～17:00 600円（1時間） ―

夜間 17:30～21:30 600円（1時間） 150円（30分）

※日没時間により照明利用時間が決定します。
※町外の方はこの料金の1.5倍です。（照明料は同じ）

▲改修工事が終了したテニスコート

【幼稚園教育時間】

8：30～14：00

やむを得ない事情がある時は、15：00まで預か

り保育を行います。

【平成17年4月1日現在　在籍園児数】

園　　　名 3歳児 4歳児 5歳児 合　計

多賀幼稚園 7人 13人 12人 32人

大滝幼稚園 5人 3人 6人 14人



町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
の

前
納
報
奨
金
が
変
わ
り
ま
し
た
。

現
行
の
前
納
報
奨
金
制
度
の
交
付
水
準

は
、
市
中
金
利
に
比
べ
て
き
わ
め
て
高
い

交
付
率
で
あ
り
ま
す
の
と
、
町
県
民
税
と

固
定
資
産
税
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
等
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
17
年
度
か
ら

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
交
付
率
「
0
・
5
／
1
0
0
」
を

「
0
・
3
／
1
0
0
」
に

◆
交
付
限
度
額
「
7
万
円
」
を

「
3
万
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

町
税
の
納
期
限
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
の
町
税
等
の
納
期
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
各
税
目
の
納
期
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

軽
自
動
車
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
一
定
級
以
上
の
人

が
使
用
す
る
自
動
車
、
身
体
障
害
者
な
ど
の
人

が
利
用
す
る
た
め
に
構
造
を
変
更
し
た
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。（
普
通
車
も
含
め
一
人
一
台

に
限
る
。）

減
免
の
対
象
範
囲
に
つ
き
ま
し
て
は
県
の
自

動
車
税
に
準
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
対
象
と
な

る
障
害
の
程
度
は
等
級
表
に
基
づ
き
判
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
は

申
請
書
は
役
場
税
務
課
に
お
い
て
あ
り

ま
す
の
で
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と

言
い
ま
す
が
、
平
成
7
年
1
月
17
日
に
発

生
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
十
年
が
経

ち
、
ど
れ
だ
け
の
人
た
ち
が
あ
の
時
の
教

訓
を
生
か
し
、
地
震
に
対
し
て
日
常
の
備

え
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
海
地
震
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
現
在
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地

震
に
対
し
て
、
そ
の
被
害
を
未
然
に
、
最
小

限
に
す
む
よ
う
、
次
に
挙
げ
る
こ
と
を
日
ご

ろ
か
ら
備
え
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。
非
常
食
品
は
、
最
低
三
日
分
を
準

備
し
、
携
帯
ラ
ジ
オ
や
懐
中
電
灯
、
衣

類
、
医
薬
品
も
備
え
ま
し
ょ
う
。

②
地
震
の
時
に
家
族
が
慌
て
ず
に
行
動
で

き
る
よ
う
に
、
避
難
場
所
、
避
難
経
路
、

最
終
的
に
家
族
が
落
ち
合
う
場
所
、
家

族
の
連
絡
方
法
あ
ら
か
じ
め
話
し
あ
っ

て
決
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
家
の
補
強
、
家
具
等
の
転
倒
・
落
下
防

地
震
に
対
し
て
の
日
常
の
備
え

止
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
応
急
手
当
の

方
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
自
治
会
な
ど
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
へ

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

実
際
に
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合

①
我
が
身
と
家
族
の
安
全
を
確
認

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
行
う
。

③
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火
す
る
。

④
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保
す
る
。

⑤
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

⑥
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
近
づ
か

な
い
。

⑦
山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
に
注
意
す
る
。

⑧
避
難
は
徒
歩
で
行
う
。

⑨
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
を
す
る
。

⑩
路
上
駐
車
は
行
わ
な
い
。

地
震
が
起
こ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
起
こ
っ
た
場
合
に
少
し
で

も
そ
の
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
職
場
や
家
庭
、
そ

し
て
地
域
に
お
い
て
、
災
害
に
対
し
て
日

ご
ろ
か
ら
考
え
、
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
訓
練
に
参
加
し
よ
う

火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
火
災
や
地
震

な
ど
が
起
こ
っ
た
と
き
に
あ
わ
て
ず
行
動
で

き
る
よ
う
に
普
段
か
ら
自
治
会
や
事
業
所
、

学
校
等
で
行
わ
れ
て
い
る
訓
練
に
参
加
し
、

防
災
活
動
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を
身
に

つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
と
っ
さ
に
正
し
い
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、「
習
う

よ
り
慣
れ
ろ
」
と
言
う
よ
う
に
繰
り
返

し
訓
練
を
実
施
し
て
お
く
こ
と
が
も
っ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
こ
れ
か
ら
の
消
防
訓
練
に
積
極
的
に

参
加
し
、
知
識
や
技
術
の
向
上
に
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

手
帳
、
療
育
手
帳
、
ま
た
は
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
を
持

参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
族
の
方
が
運
転
さ
れ
る
場
合

は
、
生
計
同
一
証
明
書
（
役
場
福
祉
保
課
で

発
行
）、
自
動
車
を
も
っ
ぱ
ら
身
体
障
害
者

等
が
週
1
回
以
上
ま
た
は
、
月
4
回
以
上
使

用
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
通
院
、
通

学
、
通
勤
、
通
所
で
発
行
）
が
必
要
で
す
。

常
時
介
護
の
方
が
運
転
さ
れ
る
場
合
は
、

常
時
介
護
証
明
書
が
必
要
で
す
。
証
明
書

等
の
発
行
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

普
通
自
動
車
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
税
に

な
り
ま
す
の
で
湖
東

地
域
振
興
局
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課
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地
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振
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13 広報 たが 4月号

税のお知らせ・消防

12広報 たが 4月号

花
や
野
菜
、
ハ
ム
ス
タ
ー
も
み
ん
な
一
緒
。

家
族
は
い
つ
も
一
緒
に
あ
そ
び
ま
す
。
給
食

も
一
緒
に
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
楽
し
い

保
育
園
で
優
し
い
心
を
は
ぐ
く
み
命
の
大
切

さ
感
じ
ら
れ
る
保
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

★
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

・
誕
生
会
や
な
か
よ
し
タ
イ
ム
な
ど
子
ど

も
が
一
緒
に
な
っ
て
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

・
祖
父
母
さ
ん
を
お
招
き
し
て
お
正
月
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の

福
祉
会
の
方
々
と
も
ふ
れ
合
う
機
会
を

も
っ
て
い
ま
す
。

★
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
食
事

・
幼
児
ク
ラ
ス
（
3
・
4
・
5
歳
児
）
が
そ
ろ

っ
て
給
食
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
食
後

に
食
材
調
べ
を
し
、
食
事
が
身
体
の
成
長

に
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
の
紹
介

自
然
に
恵
ま
れ
た
新
し
い
園
舎
で
楽
し
く
あ
そ
ぼ
う

生
後
6
カ
月
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
と
も
に〝
心
〞の
保
育

お
友
だ
ち
も
先
生
も
み
ん
な
家
族
・
大
家
族

★
命
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら

・
運
動
場
の
畑
で
野
菜
（
春
は
豆
・
じ
ゃ

が
い
も
）
つ
く
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は

い
ろ
い
ろ
な
花
を
育
て
て
い
ま
す
。

・
廊
下
に
は
ハ
ム
ス
タ
ー
が
い
て
、
い
つ
も

子
ど
も
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
ま
す
。

★
乳
児
（
0
・
1
・
2
歳
児
）
ク
ラ
ス
で
は

・
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
先
生
と
ゆ
っ

た
り
と
こ
こ
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◎
保
護
者
の
お
仕
事
の
就
労
時
間
に
合
わ

せ
て
、
7
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で
開
園

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
遊
べ
る
公
園
紹
介

児
童
館
（
低
年
齢
・
小
学
生
向
き
）

・
う
ん
て
い
、
滑
り
台
、
ス
プ
リ
ン
グ

遊
具
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

・
砂
場
（
館
内
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
遊

具
が
あ
り
ま
す
）

こ
の
み
や
児
童
遊
園
（
小
学
生
向
き
）
胡
の
宮
神
社
内

〈
敏
満
寺
〉

・
鉄
棒
・
滑
り
台
・
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
公
園
（
小
学
生
向
き
）

〈
四
手
〉

・
吊
り
輪
、
ア
ス
レ
ッ
チ
ク
、
う
ん
て
い
、

ス
カ
イ
ロ
ー
プ
、
砂
場
滑
り
台
、
透
明

パ
イ
プ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
、
平
均
台

・
木
製
遊
具
が
設
置
。
芝
生
広
場
も
あ

り
ま
す
。

多
賀
公
園
（
低
年
齢
・
小
学
生
向
き
）

・
鉄
製
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
登
り
棒
、
ロ

ー
ラ
ー
滑
り
台
、
吊
り
ロ
ー
プ
）、
砂
場

四
手
公
園
（
低
年
齢
・
小
学
生
向
き
）

・
シ
ー
ソ
ー
、
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
パ
オ
パ
オ
」の
ご
案
内

活
動
日
■
毎
週
木
曜
日
　
10
時
〜
12
時

4
月
7
日
　
活
動
開
始

同
14
日
　
図
書
館
で
の
お
は
な
し
の

会
に
参
加

会
費
■
1
人
1
回
、50
円
。会
員
募
集
中
。

保育園紹介・公園紹介

クロ～ズアップ
子どもの体①

目
子どもの目は、大きさは大人とほと

んど同じですが、まだ、機能が未熟な

部分があります。

0歳：生まれたばかりは、明るいものに

反応する程度です。人の顔も目・

鼻・口の位置がわかるくらいです。

1～2歳：ある程度の大きさのものは見

えるようになります。

3歳：大人の視力とほぼ同じになり、顔

がはっきり認識できるようになり

ます。

このように生活の中でたくさんの視

覚の刺激を受けて視力は発達していき

ます。また子どもの目線は低く大人の

見える高さが子どもには見えなかった

り、大人から見ていたものとまったく

違って見えることがあるのです。

大人からはテーブルの上のはさみな

どが見えていても子どもには何かわか

りません。大人が気をつけなくてはい

けません。また、こんなこともありま

す。「わー、ブランコだ」とブランコに

まっしぐらに走って行き、手前の柵に

ぶつかる、といったことです。

大人が見えているから子どもも見え

ているとはかぎりません。大人が気を

つけてあげましょう。

お
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

㈲
2
‐
1
0
2
5
（電）
4
8
‐
1
0
2
5

児童館 

このみや児童遊園 あけぼのパーク多賀公園 

多賀公園 

四手公園 

●
役
場 

●
キ
リ
ン 

●
ダ
イ
ニ
ッ
ク 

町税等の納期一覧
税目 町県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税
4月 1期（特例）
5月 1期 全期
6月 1期 2期（特例）
7月 2期 3期
8月 2期 4期
9月 5期
10月 3期 6期
11月 7期
12月 3期 8期
1月 4期 9期
2月 4期 10期
3月
★各税の納期限は各納期月の末日です。
ただし、月末が土曜・日曜・祭日の場合は翌月初めとなります。
◎口座振替の手続きをされている場合は、各税目の各納期限
に指定の口座から振り替えさせていただきます。

対　　象　　者 発行機関

身体障害者手帳をお持ちの
多賀町福祉保健課満18歳以上で町在住の方

戦傷病者手帳をお持ちの方 県健康福祉政策課

身体障害者手帳をお持ちの
多賀町福祉保健課満18歳以上で町在住の方

療育手帳をお持ちで町在住の方 県健康福祉センター

精神障害者保険福祉手帳を
彦 根 保 健 所お持ちの方

※生計同一証明書または、常時介護証明書の発行に際
しては、県健康福祉センター、多賀町福祉保健課、
地区担当民生委員の証明が必要な場合がありますの
で、事前に福祉保健課までお問い合わせください。

消 防

▲生活発表会のようす
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3
月
12
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

学
校
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
レ
イ
ン
ボ

ウ
さ
ん
）
の
研
修
会
お
よ
び
地
域
子
ど

も
教
室
ス
タ
ッ
フ
会
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
住
民
参
加
型
の
生
涯
学
習
」
〜

市
民
講
師
に
よ
る
学
び
の
提
供
〜
と
題

し
て
「
甲
西
ま
な
び
す
と
」
で
生
涯
学

習
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
お
ら
れ
る

斎
藤
富
士
夫
さ
ん
に
実
践
を
交
え
た
講

演
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
子
ど
も
と

一
緒
に
つ
く
れ
る
簡
単
な
オ
モ
チ
ャ
つ

く
り
の
実
技
講
習
を
し
ま
し
た
。『
飛

3
月
5
日
、
多
賀
町
中
央
公
民
館
で

町
内
の
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご

ろ
熱
心
に
学
習
し
た
成
果
を
披
露
し
、

地
域
住
民
に
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
し

て
、
教
室
ご
と
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
1
5
0
人
の
方
が
参
加

者
さ
れ
、
社
交
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
、
日

本
舞
踊
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
が
衣
装
も
華
や
か
に
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、
芸
達
者
ぶ
り
を
披
露
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

会
場
か
ら
の
温
か
い
拍
手
や
掛
け
声

な
ど
あ
り
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気

で
盛
会
の
う
ち
に

幕
が
閉
じ
ま
し

た
。
自
分
の
特
技

を
発
表
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
輝
く
姿
に

生
涯
学
習
の
大
切

さ
や
良
さ
が
感
じ

ら
れ
る
発
表
会
で

し
た
。

ば
し
て
あ
そ
ぼ
う
』
を
テ

ー
マ
に
紙
飛
行
機
や
紙
と

ん
ぼ
、
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
身

近
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て

の
オ
モ
チ
ャ
つ
く
り
に
参

加
者
の
皆
さ
ん
も
童
心
に

返
り
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
度
も
、
地
域

子
ど
も
教
室
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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「
あ
り
が
と
う
の
会
」
を
開
催

―
1
年
間
の
感
謝
を
こ
め
て
―

3
月
9
日
、
多
賀
幼
稚
園
で
「
あ
り

が
と
う
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

居
戸
園
長
、
教
育
長
、
P
T
A
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
ふ
れ
あ
い
活
動
」

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
、
園
児
か
ら

感
謝
状
と
手
づ
く
り
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
保
護
者
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ら

ん
こ
」
に
よ
る
手
づ
く
り
の
紙
芝
居
が

発
表
さ
れ
、
園
児
も
楽
し
そ
う
に
観
て

い
ま
し
た
。

続
い
て
、
杉
の
子
作
業
所
に
通
っ
て

お
ら
れ
る
方
々
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
園

児
が
歌
っ
た
り
、
作
業
所
の
先
生
に
よ

る
ダ
ン
ス
を
観
た
り
、
楽
し
い
遊
び
も

あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
P
T
A
の
方
々
に
よ
る
手

づ
く
り
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
み
ん
な
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
月
4
日
、
多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園

で
、
保
育
園
と
幼
稚
園
の
職
員
を
対
象

に
、
不
審
者
に
対
処
す
る
方
法
を
彦
根

署
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
、
彦
根
署
の
方
が
作
成
さ
れ

て
い
る
『
不
審
者
対
応
10
則
』
の
資
料

を
も
と
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
が
け
の

大
切
さ
、
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
る
こ

と
、
身
近
な
も
の
を
護
身
道
具
に
活
用

で
き
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
し
た
職
員
は
真
剣
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
刺
股

さ
す
ま
た

を
使
用
し
た
対
処

の
方
法
や
簡
単
に

で
き
る
護
身
術
を

実
習
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
守
る

た
め
に
は
、
ま
ず

自
分
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
対

処
で
き
る
よ
う
に

と
心
新
た
に
し
ま

し
た
。

多賀幼稚園不審者対応講習会レインボウさん 文化協会

日
ご
ろ
の
心
が
け
と
地
域
交
流
が
大
き
な
武
器

不
審
者
対
応
講
習
会
を
実
施

日
ご
ろ
の
心
が
け
と
地
域
交
流
が
大
き
な
武
器

不
審
者
対
応
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会
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実
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日
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の
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と
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地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

地
域
で
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
た
め
に

―
学
校
・
地
域
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
―

日
ご
ろ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た

文
化
協
会
の
芸
能
発
表
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親子でカヌーやヨットを体験しよう！

ファミリーマリン教室（初級）受講者募集

高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

「
地
域
経
済
活
性
化
対
策

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
」

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
町
内
の
施
行
業

者
を
利
用
し
て
、
自
宅
の
修
繕
・
補
修

等
の
工
事
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
行

な
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

申
し
込
み
資
格
■
町
内
に
居
住
す
る
高

齢
者
ま
た
は
障
害
者
で
、
次
の
要

件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
が
居
住

す
る
高
齢
者
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
手
帳
を
有

す
る
者
が
居
住
す
る
世
帯

補
助
金
額
■
工
事
経
費
の
50
％
で
、
最

高
10
万
円
（
た
だ
し
、
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
を
補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
■
4
月
1
日
（金）
〜
4
月

28
日
（木）
（
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

多
賀
町
役
場
農
林
商
工
課

㈲
2
‐
2
0
3
0
（電）
4
8
‐
0
5
9
4

メ
ー
ルn

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

実
施
期
間
■
4
月
6
日
（水）
〜
同
15
日
（金）

運
動
の
重
点
■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
、
二
輪
車
の
安
全
利
用

の
推
進
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
、
飲
酒
運
転
等
危
険
運
転
の
追
放

滋
賀
県
警
察
官
採
用
試
験

試
験
区
分
　
男
性
A
―
1

年
齢
等
■
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
男
性
で
、
平
成
17
年
10

月
1
日
の
採
用
に
応
じ
ら
れ
る
者
。

採
用
予
定
人
員
■
約
60
人

学
歴
等
■
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
者

試
験
区
分
　
男
性
A
―
2

年
齢
等
■
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
男
性
。

採
用
予
定
人
員
■
約
60
人

学
歴
等
■
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
者
、
平
成
１８
年
3
月

31
日
の
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

採
用
日
■
平
成
１８
年
4
月

試
験
区
分
　
女
性
A

年
齢
等
■
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
女
性
。

採
用
予
定
人
員
■
若
干
人

学
歴
等
■
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
者
、
平
成
１８
年
3
月

31
日
の
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

採
用
日
■
平
成
１８
年
4
月

試
験
日
程
（
各
区
分
共
通
）

申
し
込
み
受
付
期
限
■
4
月
20
日
（水）

一
次
試
験
■
5
月
8
日
（日）

お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

（電）
0
1
2
0-

2
0
4-

3
1
4

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.s
h
ig
a
.jp
/p
o
lic
e
/

おしらせ
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時
■
4
月
2
日
（土）
、
同
9
日
（土）
、
同

16
日
（土）
、
同
30
日
（土）

15
時
〜

場
所
■
絵
本
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
■
無
料

映
画
会

日
時
■
4
月
23
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所
■
2
階
大
会
議
室

内
容
■
『
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
』

（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
）

笑
い
と
感
動
に
あ
ふ
れ
た
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
傑
作

で
す
。

入
場
料
■
無
料

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

4
月
23
日
（土）
〜
5
月
12
日
（木）

今
年
の
標
語
■
「
コ
ノ
星
ニ
ハ

本
ガ

ア
ル
…
。」

休
館
日
■
毎
週
月
・
火
曜
日
、
最
終
の

木
曜
日
（
そ
の
日
が
祝
日
の
と
き

は
翌
日
）、
祝
日
の
翌
日

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
図
書
館
は

開
館
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館（
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
）

㈲
2
‐
1
1
4
2

（電）
4
8
‐
1
1
4
2

メ
ー
ルto

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

Ｂ
＆
Ｇ
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

滋
賀
県
民
体
育
大
会
に

出
場
し
ま
せ
ん
か
？

毎
年
、
滋
賀
県
内
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
、
県
民
体
育
大
会
が
行
わ

れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

趣
味
か
ら
始
め
た
ス
ポ
ー
ツ
も
、
何

か
発
表
、
挑
戦
の
場
に
立
つ
こ
と
で

新
た
な
意
欲
が
沸
い
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

種
目
は
約
45
種
あ
り
ま
す
の
で
得

意
な
競
技
、
個
人
に
よ
る
出
場
し
や

す
い
競
技
な
ど
見
つ
か
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
申
し
込
む
だ
け
の
種
目
と
、

予
選
が
行
わ
れ
る
種
目
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

参
加
チ
ー
ム
大
募
集
！

☆
多
賀
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
滋
賀
県
民
体
育
大
会
予
選
）

日
時
■
5
月
15
日
（日）

8
時
30
分
〜

場
所
■
町
民
グ
ラ
ン
ド

※
こ
の
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
は
町

代
表
と
し
て
郡
の
大
会
へ
、
そ

し
て
郡
で
優
勝
す
る
と
、
第
58

回
県
民
体
育
大
会
へ
犬
上
郡
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

Ｂ
＆
Ｇ
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー

㈲
2
‐
1
6
2
5
（電）
4
8
‐
1
6
2
5

メ
ー
ルb

g
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

環
境
生
活
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

4
月
は
狂
犬
病
予
防

強
調
月
間
で
す

平
成
17
年
3
月
1
日
現
在
、
多
賀
町

の
犬
の
登
録
頭
数
は
5
3
1
頭
で
す
。

飼
い
主
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
愛

犬
の
死
亡
や
飼
い
主
の
変
更
等
が
あ
っ

た
場
合
は
、
変
更
届
が
必
要
で
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
登
録
や
注
射
を
し
ま
し

ょ
う
。新
規
登
録
手
数
料
は
3，
0
0
0

円
、予
防
注
射
手
数
料
は
3，
2
0
0
円

で
す
。

平
成
１７
年
度
　
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

4
月
１２
日
（火）

9
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
　
中
央
公
民
館

１３
時
〜
１５
時
　
　
　
　
　
多
賀
町
役
場

4
月
１５
日
（金）

１３
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分
　
川
相
支
所

１５
時
〜
１５
時
３０
分
　
　
　
佐
目
集
会
所

5
月
１０
日
（火）

１３
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分
　
多
賀
町
役
場

愛
犬
の
死
亡
は
電
話
で
も
受
付
が
で

き
ま
す
。
変
更
届
等
詳
し
く
は
環
境
生

活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2
‐
2
0
3
1
（電）
4
8
‐
8
1
1
4

メ
ー
ルka

n
kyo
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
費

補
助
制
度
が
変
わ
り
ま
す

現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
〜
4

級
）
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
ガ
ソ
リ

ン
費
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
が
、
4
月

1
日
か
ら
補
助
対
象
を
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
■
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
で
、
か
つ
、
ご
自
分
で
自

動
車
を
運
転
さ
れ
る
方
に
な
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
障
害
の
程
度
が
1
・
2
級
の
方
。

②
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
障

害
の
程
度
が
A
・
B
の
方
。

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
で
、
障
害
の
程
度
が

1
・
2
級
の
方
。

そ
の
他
■
現
在
補
助
資
格
を
お
持
ち
の

方
で
、
4
月
1
日
以
降
に
資
格
を

喪
失
す
る
方
は
、
3
月
分
ま
で
の

ガ
ソ
リ
ン
費
を
受
給
で
き
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2
‐
2
0
2
1
（電）
4
8
‐
8
1
1
5

メ
ー
ルh

o
ke
n
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

おしらせ

海洋センターには艇
てい

庫
こ

っていう施設があるのはご存じ

ですか？「知っているけれど、カヌーやヨットは専門の

人がするもので自分とは無縁。」「水の中に落ちてしまっ

たりして危険そう。」と思っておられる方がほとんどで

はないでしょうか。

実は私たちセンター職員も同じでした。日々練習を繰

り返しましたが、最初は〝突
　

然水にはまるかもしれない〟
　

という恐怖感があって上手くできなかったものです。でも

やっていくうちに、水面を滑っていく心地よさに魅了され

てきたのです。センター職員でなかったら一生この爽快感

は味わうことができなかったかも知れません。そういう貴

重な施設が多賀町にはあるのです。

次は皆さんにその楽しさを味わっていただこうと思っ

ています。この機会に気楽にご家族でご参加ください。

期　日■ 5月7日（土）・同14日（土）・同21日（土）・同28日（土）・
6月4日（土） 計5回

時　間■ 9:30～12:00
場　所■ 敏満寺・大門池
受講料■ 大人…1,000円 子ども…500円（ひとりあたり）
定　員■ おおむね20組
対　象■ 小学4年生以上（未経験者、高齢の方大歓迎！）

大人の方のみの参加も受付けますが、子ども
のみの参加は不可とします。

その他■ 「子ども」とは小学4年生以上高校3年生または
それ同等以下の年齢の方。「大人」とは18歳以
上で保護者またはそれに代わる責任のある方。
参加に際してのケ
ガ・疾病等につい
ては応急処置のみ
とし、以後の対応
については加入す
る傷害保険の範囲
とします。

お問い合わせ Ｂ＆Ｇ多賀海洋センター　㈲2‐1625（電）48‐1625 メール bg@tagatown.jp
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第
43
回
滋
賀
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
始
ま
り
ま
す
!!

5
月
22
日
の
陸
上
競
技
を
は
じ
め
、

今
年
も
滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
水
泳
や
ボ
ウ
リ
ン

グ
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
全
6

回
開
催
さ
れ
ま
す
。

競
技
種
目
な
ど
は
、
上
の
と
お
り
で

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

福
祉
保
健
課
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
児
二
次
救
急
医
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す

平
成
17
年
4
月
か
ら
5
病
院
（
彦
根

市
立
病
院
・
彦
根
中
央
病
院
・
豊
郷
病

院
・
友
仁
山
崎
病
院
・
湖
東
記
念
病
院
）

の
輪
番
制
に
よ
る
小
児
二
次
救
急
医
療

体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
・
祝
日
・
年

末
・
年
始
の
昼
夜
間
に
つ
い
て
の
み
、
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
軽
症
の
場
合
や
入
院
等
を
必

要
と
し
な
い
比
較
的
軽
易
な
診
療
に
つ

い
て
は
、
重
症
患
者
の
診
察
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
ど
お
り
一
次
医
療
機
関
と
し
て
平

日
に
お
け
る
か
か
り
つ
け
医
、
日
曜
・

祝
日
・
年
末
・
年
始
に
お
け
る
彦
根
休

日
急
病
診
療
所
（
平
日
・
土
曜
日
は
、

休
診
）
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2
‐
2
0
2
1
（電）
4
8
‐
8
1
1
5

メ
ー
ルh

o
ke
n
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者
募
集

8
月
14
日
（日）
〜
15
日
（月）
に
日
本
武
道

館
で
開
催
予
定
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式

に
参
列
さ
れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま

す
。

対
象
者
■
戦
没
者
（
原
爆
、
一
般
戦
災

死
没
者
を
含
む
）
の
原
則
と
し
て

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹

（
1
柱
1
回
限
り
）
で
1
泊
2
日

の
団
体
行
動
が
で
き
る
方

募
集
人
員
■
2
0
人
（
応
募
多
数
の
場

合
抽
選
）

参
加
費
■
5，

0
0
0
円
程
度

募
集
期
間
■
4
月
1
日
（金）
〜
22
日
（金）

当
日
消
印
有
効

応
募
方
法
■
は
が
き
に
①
住
所
、氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
戦
没
者
と
の

続
柄
、
電
話
番
号
、
②
戦
没
者
の

氏
名
、
本
籍
都
道
府
県
名
を
記
入

し
て
左
記
ま
で
。

お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課

〒
5
2
0
‐
8
5
7
7

住
所
不
要

（電）
0
7
7
‐
5
2
8
‐
3
5
1
4

（Ｆ）
0
7
7
‐
5
2
8
‐
4
8
5
0

おしらせ

競技種目 期　　日 会　　場

陸 上 競 技
5月22日（日） 大津市皇子山
※荒天時は中止 総合運動公園陸上競技場

フライング
6月19日（日）

竜王町総合運動公園
デ ィ ス ク ドラゴンハット
ボウリング 7月31日（日） 大津ボウル

アーチェリー
9月14日（日） 滋賀県立アーチェリー場
※雨天の場合 秦荘町勤労者体育センター

水　　　泳 9月18日（日）
彦根総合運動場
スイミングセンター

卓　　　球 10月16日（日） 草津市総合体育館

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から

皆さんの健康づくりを応援するために、「ふれあい

の郷」では、毎月トレーニング室で健康セミナーを開

催しています。5月は運動不足解消教室です。

『新緑の中、運動不足を解消しよう！』をテーマにし

ています。なお、はじめてトレーニング室をご利用し

ていただく方は、初回に利用講習会を受講していた

だく必要があります。

ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てくだ

さい！5月の予定は下記の通りです。

―運動不足を解消しよう―　運動不足解消教室

5月13日（金）

10:30～11:15 健康セミナー「運動不足解消教室」

13:30～14:30 利用講習会

5月28日（土）

13:30～14:15 健康セミナー「運動不足解消教室」

14:30～15:30 利用講習会

5月28日（土）

18:00～18:45 健康セミナー「運動不足解消教室」

19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30

トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、第

2・第4月曜日（第2・4月曜日が祝日の場合、翌

日が休みとなりますのでご注意ください）、祝日

利用対象者■18歳以上の方

利用料■町内在住・在勤の方200円、町外の方300円

その他■運動のできる服装・運動靴・タオルをご

用意ください。

お問い合わせ
多賀町総合福祉保健センター ふれあいの郷

㈲2‐2021（電）48‐8115

メール hoken@tagatown.jp

行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者

す く す く 相 談 5月10日（火）
子どもの健康、子育てについて相談を受け付けてい
ます。

す こ や か 相 談 5月17日（火） 10:00～11:00
自分の健康について、相談になりたい方は、お気軽
にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪測定
も無料でできます。

い き い き 相 談 5月24日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思
われたらご相談ください。

介　護　相　談 随 時 認知症や寝たきり等の方のお世話でお困りの方
4カ月児（離乳食教室）

5月 2日（月）
13:00～13:15 H16年12月生まれの乳児

1 0 カ 月 児 13:15～13:30 H16年6月生まれの乳児
1歳 6カ月児健診 5月11日（水） 13:00～13:15 H15年10月・11月生まれの幼児
2 歳 児 歯 科 健 診 5月24日（火） 12:50～13:10 H15年4月・H15年5月生まれの幼児
三　種　混　合

5月26日（木）

標準的な年齢
満3カ月～満7歳6カ月未満

日　本　脳　炎
13:30～14:30 標準的な年齢

満3歳～満7歳6カ月未満
5月27日（金） Ⅰ期初回 3歳児　Ⅰ期追加 4歳児

＊就学前で未接種の場合や、ご不明な点がある場合
は、福祉保健課までお問い合わせください。

☆各健診や予防接種には必ず母子手帳・予診表（のびっこ手帳は必要事項を記入して）をご持参ください。
☆1歳6カ月児健診・2歳児歯科健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆予防接種を受けられる方は、来所されてから熱をはかり、受付へおいでください。
お問い合わせ 役場福祉保健課 ㈲2‐2021（電）48‐8115 メール hoken@tagatown.jp

子育て支援センター　ひろばの案内

にっこり広場 月曜日～金曜日 9:00～12:00
センターの部屋を開放しています。子ども同士、親同士があ
そんだり、語らったりするのに利用してください。

園 庭 開 放
火曜日・金曜日 9:00～12:00 多賀ささゆり保育園の運動場を開放していますので自由に遊

具や砂場を使って遊んでください。（砂場で使う玩具は各自
で名前を書いて持参してください）

赤ちゃんペンギン・ペンギン・ 10:00～12:00
歌を歌ったり、手遊びをしたりして親子であそびます。

カンガルー・キリン広場
また、センター職員と子育てについての話もしています。年
間の予定は「にっこりメール」でお知らせします。（各公共施
設に掲示してあります）

フ ァ ミ リ ー ・ セ ン タ ー 出 前 広 場 支援センター職員が出かけて行って、一緒に遊びます。

☆子育て相談は随時行っていますので、気軽に来所するかお電話ください。
☆前もってお電話いただけるとうれしいです。
☆支援センター利用のお願い：多賀ささゆり保育園の門扉は、安全のたびにいつも閉めていますので、あけてお
入りください。車を止められたら、しめておいてください。保育園の玄関に置いてある来館者名簿にお名前を
記入していただき、親子とも名札を付けてからあそびましょう。（登録をされている方には、名札を個々にお渡
ししますので、それを付けてあそびに来ましょう）
お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025
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保健業務（平成17年5月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷

＊「予防接種手帳」を必
ずお読みになってから
おいでください。
＊追加の方は、3回目が終
わってから1年後です。

＊「予防接種手帳」を必
ずお読みになってから
おいでください。

土　　曜　　日　 終　　　日

おめでた・おくやみ

生まれました！

☆吉
よし

岡
おか

新
しん

一
いち

郎
ろう

（行夫・教子）

☆北
きた

坂
さか

仁
よし

矢
や

（仁・布美子）

☆土
ど

居
い

心
この

華
か

（和彦・綾美）

おくやみ申し上げます

◆米田　莊司　　　80歳

◆辻田　しず　　　95歳

◆平塚　新七　　　81歳

◆西村　タカ　　　87歳

結婚しました！

Q
竹内　清輝

山下　裕美

Q
西村　貴充

久田　珠里

（敬称略）


